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日航に早期解決求め２月も行動 
再建で改悪された諸労働条件の回復と不当解雇撤回を求める日航乗組と CCU の春闘。この春闘で不当解雇撤回争議

の解決に向けた突破口を切り開くべく、両労組の春闘を後押しする諸行動が、連続して取り組まれています。これらの

行動の中から 2月に実施した行動について紹介します（すでにニュース等で報告済のものは除きました）。 

 

２月３日ＪＡＬプラザ前（有楽町）宣伝 
ＪＡＬ不当解雇撤回争議団、日東整争議団、そしてＪＡＬマ

タハラ

裁判の

３者（Ｊ

Ａ Ｌ ３

争議）

が共催

し、ＪＡ

Ｌに争

議解決

を迫る運動の一環として毎月実施している宣伝行動です。こ

の２月は３日に実施しました。 

 

２月９、１８、２３日 羽田・成田空港で 
日航を利用するお客様へ、不当解雇撤回闘争への理解

と支援を訴え

る宣伝行動を、

羽田、成田両

空港で実施し

ています。羽

田空港は月２

回、成田空港

は月１回の定

例宣伝行動として、ＪＡＬ３争議の原告と航空労働者が中心と

なって取り組んでいます。（写真は２月９日の羽田空港での

宣伝） 

 

大会や集会等での訴え 
春闘もたけなわ。大会や集会で支援を訴える機会の提供

をお願いし、多くの

労働組合から訴え

の場を提供してい

ただきました。原告

団も総出で、訴え

や物販に飛び回る

２月となりました。

（写真は国土交通労組の中央委員会で訴える山口乗員団

長） 

 

労働法改悪は許さない！と国会行動 
２月１０日の昼は議員会館前で、雇用共同アクションが実

施する労働法改悪反対の国会行動に参加。山口乗員団長

がマイクを手に、労働法制改悪阻止とともに、不当解雇撤回

めざして、みなさんとともに闘うとの決意を表明しました。 

 

２月１０日 日航本社要請行動 

 

２月１０日の夕方は定例の本社前宣伝・要請行動。寒風を

ついて８０名の方に参加をいただきました。 

要請団は要請文を携えて玄関に。この日も日航は玄関口で

対応。このような対応を改め、ＩＬＯが勧告をしたように、解決

に向けた「意義ある対話」に踏み出す決断をすること。これ

が今日航に求められていることです。 

 

２月１２日 ＪＲ蒲田駅東口で 
定例の蒲田駅宣伝行動。ＪＡＬの不当解雇撤回、労働法

 

安 
 

全 

 

安 

心 
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制改悪反対、そして戦争法の廃止を訴える共同行動として、

毎月１０日を基本に実施している行動です。２月は１２日に

実施。宣伝カーからの訴えにチラシの配布。署名への協力

の呼びかけに応え、足を止めて戦争法廃止の請願署名に

多くの方から協力をいただきました。 

 

２月１４日 平和と愛のバレンタインパレード 
２月１４日はバレンタインデー。女性団体が呼びかけた

「平和と愛のバレンタインパレード。今年は数えて３１回

目。原告団も多くの参加者とともに銀座をパレードしま

した。 

 

２月２１日 蒲田駅西口で「戦争法は廃止！」 
大田区内の労働団体や民主団体、そして政党等が戦争

法廃止の１点で共闘をしている「ＡＬＬ大田実行委員会」。２

月２１日には、各政党の代表・国会議員にも参加を呼びかけ、

蒲田駅西口で大宣伝行動を実施しました。民主党小川敏夫

参議院議員、維新の党初鹿明博衆議院議員、共産党小池

晃参議院議員の３氏も党を代表してマイクを手に訴えました。

また、都合により参加できなかった生活の党小沢一郎衆議

院議員、山本太郎参議院議員、社民党福島みずほ参議院

議員の３氏からはともに闘う決意が込められた連帯のメッセ

ージが寄せられました。 

この日の宣伝行動にはＪＡＬ原告団も総出で参加し、実行

委員会に結集する皆さんとともに、チラシの配布や戦争法

廃止の署名にとりくみました。 

（写真：上の写真は、参加者とともに戦争法廃止のシュプレ

ヒコールをする、小池、小川、初鹿議員（中央の３氏）と大田

区議会議員のみなさん。下の写真は、政党を代表して参加

された国会議員のスピーチを聞く参加者）  

 

２月２４日 新宿デモで不当解雇撤回！ 
東京の西部ブロックで、ＪＡＬ不当解雇撤回をめざして取り組

みを進めている「ＧＪ連各会」。２月２４日には同連絡会が毎

月の定例行動として取り組んでいる新宿デモが実施されま

した。 

ＧＪ連絡会の「Ｇ」は原発、「Ｊ」はＪＡＬ。同連絡会は、ＪＡＬ

の不当解雇撤回をめざす運動とともに、原発廃止や労働法

制の改悪阻止など、一致する要求で共同行動を展開してい

ます 

 

２月２６日 横浜駅で宣伝行動 
神奈川県の横浜でも、ＪＡＬの不当解雇撤回をめざした宣

伝行動が毎月実施されています。この宣伝行動は、ＪＡＬの

不当解雇は許せないと、県下の労働団体がナショナルセン

ターの違い

を越えて協

力・共同し

て毎月実施

している行

動です。 

（写真は、

「職場に戻

せ！」の横

断幕を背に、

不当解雇撤

回闘争への支援を訴える神奈川県共闘の川端勇次議長） 


